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新
津
和
野
町
発
足
二
十
周
年
記
念
式
典

人
と
自
然
に
育
ま
れ
、

温
も
り
の
あ
る
交
流
の
ま
ち

９
月
28
日
（
日
）、「
新
津
和
野
町
発
足

二
十
周
年
記
念
式
典
」
が
日
原
小
学
校
体
育

館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
津
和
野
町
は
、
平
成
17
年
９
月
25
日
に

誕
生
し
、「
人
と
自
然
に
育
ま
れ
、
温
も
り

の
あ
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
式
典
で
は
合

併
後
の
町
政
や
取
組
み
等
を
振
り
返
っ
た

他
、
今
後
の
町
の
発
展
に
向
け
想
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

式
典
の
プ
レ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

二
十
周
年
記
念
番
組
「
新
津
和
野
町
の
あ
ゆ

み
」
の
上
映
と
鷺
の
舞
ム
ジ
カ
合
唱
団
に
よ

る
「
津
和
野
の
風
」
と
「
案
山
子
」
が
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
下
森
町
長
は
式
辞
に
て

平
成
28
年
に
制
定
し
た
「
美
し
い
森も

り林
づ

く
り
条
例
」
や
令
和
４
年
に
鷺
舞
を
含
む

「
風ふ

り
ゅ
う
お
ど
り

流
踊
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ

登
録
さ
れ
た
こ
と
等
を
例
に
挙
げ
な
が
ら

「
自
然
豊
か
な
環
境
と
伝
統
文
化
を
基
盤
に

各
種
分
野
で
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。」
と
、町
の
歩
み
を
振
り
返
っ

た
う
え
で
、「
０
歳
児
か
ら
の
ひ
と
づ
く
り

事
業
」
に
言
及
し
、「
今
後
も
『
教
育
の
ま

ち　

津
和
野
町
』
と
し
て
、
定
住
施
策
の
柱

に
捉
え
、
U
タ
ー
ン
の
推
進
と
教
育
移
住
を

は
じ
め
と
す
る
地
方
活
性
化
に
も
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

当
日
は
丸
山
達
也
島
根
県
知
事
他
、
来
賓

の
皆
さ
ま
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
お
祝
い
と

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
の
式
典
に
際
し
、
町
政
に
大
き
な
貢
献

を
い
た
だ
い
た
方
に
対
し
下
森
町
長
か
ら
感

謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
感
謝
状

受
賞
者
は
３
ペ
ー
ジ
掲
載
の
と
お
り
）

式
典
は
、
川
田
剛
町
議
会
副
議
長
の
発
声

に
よ
る
出
席
者
全
員
の
万
歳
三
唱
で
締
め
く

く
ら
れ
、最
後
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

石
見
神
楽
左
鐙
社
中
に
よ
る
子
ど
も
神
楽
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

丸山知事（来賓祝辞）

下森町長（式辞）
集合写真

三
輪 
茂
之 
様

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
医
療
の
充
実
と
発
展
に

尽
力
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
集
団
接
種
業
務
に
お
い
て
献
身
的
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
町
民
の
安
心
と
安
全
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

木
谷 

光
博 

様

　
津
和
野
共
存
病
院
の
院
長
と
し
て
経
営
分
析
を

綿
密
に
行
い
、
広
域
的
な
連
携
を
図
る
と
と
も

に
津
和
野
町
医
療
・
介
護
統
括
管
理
者
と
し
て

医
療
介
護
体
制
の
再
構
築
に
取
り
組
む
な
ど
地

域
医
療
の
存
続
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

飯
島 

献
一 

様

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
医
療
の
第
一
線
に
て
活

躍
さ
れ
、
津
和
野
共
存
病
院
の
副
院
長
と
し

て
訪
問
診
療
の
体
制
構
築
や
巡
回
診
療
へ
の

取
組
を
通
し
て
地
域
医
療
の
質
の
向
上
に
大

き
く
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

須
山 

信
夫 

様

　
長
年
に
わ
た
り
津
和
野
町
に
お
い
て
医
師
と

し
て
勤
務
す
る
と
と
も
に
医
療
法
人
橘
井
堂

の
初
代
理
事
長
・
津
和
野
共
存
病
院
院
長
と

し
て
病
院
運
営
の
要
職
を
担
い
、
医
療
体
制

の
構
築
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

和
﨑 

秀
二 

様

小
笠
原 

哲
三 

様

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
個
別
接

種
業
務
に
お
い
て
献
身
的
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
町
民
の
安
心
と
安
全
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

松
本 

祐
二 

様

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
小
児
集
団

接
種
業
務
に
お
い
て
献
身
的
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
町
民
の
安
心
と
安
全
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
ま
し
た

【
感
謝
状
　
受
賞
者
】

永
田 

好
典 

様

財
間 

至
宏 

様

　
長
年
に
わ
た
り
町
内
で
の
歯
科
診
療
に
尽
力

さ
れ
る
と
と
も
に
町
の
保
健
予
防
事
業
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
く
町
民
の
健
康
の
維
持
と
増
進
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
内 

宗
泰 

様

　
社
会
福
祉
法
人
つ
わ
の
清
流
会
設
立
に
尽
力

さ
れ
、
併
せ
て
初
代
理
事
長
と
し
て
障
が
い

者
の
社
会
参
加
を
促
進
さ
れ
、
町
の
障
が
い

者
福
祉
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

椿 

康
隆 

様

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
町
内
の
経
済
活
動
が
著
し
く
停
滞
す
る
中

で
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
事
業
者
支
援
制

度
を
構
築
・
展
開
し
町
内
経
済
の
維
持
と
再

生
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

池
田 

和
哉 

様

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

る
観
光
需
要
の
激
減
の
中
で
、
観
光
誘
客
促

進
と
感
染
症
対
策
を
両
立
さ
せ
る
施
策
を
推

進
し
町
内
の
観
光
産
業
の
維
持
と
再
生
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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大畑 智也 代表取締役（左）

島根県農業協同組合西いわみ地区本部竹長本部長（右）

９月 24 日（水）に、企業版ふるさと納税のご寄付を頂いた株
式会社大畑設備への感謝状贈呈式が役場本庁舎にて行われ、下
森町長から同社代表取締役 大畑智也様へ感謝状が贈られまし
た。
出雲市内に事務所を構える株式会社大畑設備は、これまでにも
能登半島地震の復興支援など地域の活性化に向けた支援を積
極的に実施されており、今回は、大畑代表取締役の出身校が津
和野高校であることから、津和野町のスポーツ振興や青少年育
成に活用してもらいたいと、100 万円の企業版ふるさと納税
を行ってくださいました。
津和野町では、島根かみあり国スポ・全スポ 2030 に向けた
競技の普及、選手育成の拠点となっている津和野中学校ボルダ
リング施設の空調設備整備に活用することとしています。

９月 25 日（木）、島根県農業協同組合西いわみ地区本部（全
国共済農業協同組合連合会島根県本部、島根県農協共済福祉事
業団）から、津和野町へカーブミラーをご寄贈いただきました。
この取組みは、人の命を守り、交通事故による被害を少しでも
減らすことを目的として、共済事業の一環として続けられてい
るものです。町に寄贈されたカーブミラーは、見通しの悪い交
差点やカーブなど、事故の危険が高い箇所に設置し、町民の皆
さまの交通安全に役立てていきます。
交通安全は、一人ひとりの心がけが大切ですが、こうした設備
の整備も大きな力になります。ご厚意に心より感謝申し上げる
とともに、町ではこれからも安心して暮らせるまちづくりを進
めてまいります。

株式会社大畑設備　感謝状贈呈式

カーブミラー贈呈式

教育委員会 ☎ 72 - 1854

建設課☎ 74 - 0081

教
育
の
ま
ち　

津
和
野
町

教
育
ビ
ジ
ョ
ン

新
津
和
野
町
発
足
二
十
周
年
記
念
式
典
に

て
、
下
森
町
長
か
ら
「
21
年
目
か
ら
未
来
に

向
け
て　

～
教
育
の
ま
ち　

津
和
野
町
～
」

と
題
し
た
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。（
以
下
、

発
表
内
容
を
抜
粋
）

は
じ
め
に

本
町
は
古
く
か
ら
「
教
育
の
ま
ち
」
と
し

て
歩
ん
で
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
藩
校
・
養

老
館
を
中
心
に
人
材
育
成
に
力
を
注
ぎ
、
資

源
に
乏
し
い
小
藩
な
が
ら
も
、
森
鷗
外
や
西

周
と
い
っ
た
時
代
を
代
表
す
る
人
材
を
数
多

く
輩
出
し
ま
し
た
。

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
教
育
を
重
ん

じ
る
風
土
は
、
今
日
の
本
町
の
礎
と
な
っ
て

い
ま
す
。
伝
統
を
継
ぎ
、
本
町
は
特
色
あ
る

教
育
の
魅
力
化
を
目
的
と
し
て
「
０
歳
児
か

ら
の
ひ
と
づ
く
り
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
き
っ
か
け

0
歳
児
か
ら
の
ひ
と
づ
く
り
事
業
は
、
過

疎
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
に
伴
う
津
和
野

高
校
の
統
廃
合
の
懸
念
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

津
和
野
高
校
の
存
続
の
た
め
に
は
、
そ
の

魅
力
化
に
よ
り
、
町
外
及
び
県
外
か
ら
の
入

学
生
を
増
や
す
こ
と
が
解
決
の
道
で
あ
る
と

考
え
、
県
が
進
め
る
し
ま
ね
留
学
に
参
画

し
、
町
内
や
県
内
外
の
生
徒
を
こ
の
町
の
人

材
と
し
て
一
緒
に
育
て
て
行
く
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
町
は
、
県

立
高
校
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
平
成

22
年
に
役
場
内
に
津
和
野
高
校
支
援
係
を
設

置
し
、
平
成
23
年
よ
り
本
格
的
に
魅
力
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。

津
和
野
高
校
で
は
、
通
常
の
教
科
学
習
に

加
え
、
探
究
学
習
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
本

町
で
は
町
営
英
語
塾
の
設
置
や
高
校
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

魅
力
化
の
取
り
組
み
を
始
め
て
以
来
、
生

徒
数
が
維
持
で
き
て
お
り
、
定
員
80
名
を
満

た
し
、
志
願
倍
率
が
一
倍
を
超
え
る
年
も
出

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。（
※
志
願
倍

率
は
、
一
般
選
抜
の
志
願
者
数
を
算
出
し
た

も
の
）

小
中
学
校
に
波
及

津
和
野
高
校
魅
力
化
の
取
り
組
み
の
成
果

を
、小
中
学
校
に
も
取
り
入
れ
広
げ
る
た
め
、

平
成
29
年
度
か
ら
小
中
学
校
に
も
教
育
魅
力

化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
な
ど
し

て
、魅
力
化
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
0
歳
児
か
ら
の
ひ
と
づ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
、目
指
す
子
ど
も
像
を「
大

人
に
な
っ
て
も
『
自
ら
学
び
続
け
る
ひ
と
』」

と
し
、
関
係
者
で
共
有
し
、
連
携
・
協
力
し

て
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
一
財
）
つ
わ
の
学
び
み
ら
い

令
和
3
年
度
か
ら
教
育
の
魅
力
化
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
町
全
体
へ
広
げ
、「
ま
ち
全

体
が
学
び
の
場
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

「
0
歳
児
か
ら
の
ひ
と
づ
く
り
推
進
室
」
の

設
置
や
「（
一
財
）
つ
わ
の
学
び
み
ら
い
」

を
創
設
し
、
教
育
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

一
般
財
団
法
人
つ
わ
の
学
び
み
ら
い
を
組

織
す
る
こ
と
で
、高
校
、県
教
育
委
員
会
、町
、

町
教
育
委
員
会
、
大
学
、
企
業
、
団
体
、
津

和
野
高
校
後
援
会
な
ど
が
ゆ
る
や
か
な
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
体
）
を
形
成
す
る
こ
と

で
、
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。

発表の様子

高校生と地域の大人の対話（トークフォークダンスの様子） ��
�#.9DOQ�����9��	
������9���9�	
���������������� !"9�$%&'(9)*%&+,-/012(345678:����9;�<#=>��	
?@A�BCEFG9HIJK�2L4MN9FG

P��
�����������

今
後
の
展
望

終
わ
り
に
「
津
和
野
町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
す
。
自
立
心
と
公
共
心

に
富
み
、
自
然
と
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
共
に
生
き
る
力
を
も
っ
て
自
ら

の
人
生
と
郷
土
・
我
が
国
・
世
界
の
未
来
を
切
り
拓
く
、『
津
和
野
人
』

の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
未
来
に
向
け
て
よ
り
一
層
の
教
育
の
魅
力
化

を
図
り
ま
す
。

津
和
野
町
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぐ
、
特
色
あ
る
教
育
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
、
信
念
を
も
っ
て
進
め
、
人
口
減
少
に
打
ち
勝
つ
活
力
あ

る
町
を
目
指
し
ま
す
。

5　広報つわの
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対話する力課題を見抜く力

行動する力・創造する力

【本稿に関するお問い合わせ】　津和野町役場　健康福祉課　☎ 72・0673 【本稿に関するお問い合わせ】　津和野町役場　教育委員会　☎ 72・1854

「大人になっても自ら学び続ける」ひと

令和３年に設立された「一般財団法人つわの学びみらい」が、
健康福祉課や教育委員会、現場の先生方とともに、これらの
活動に取り組んでいます。詳しくは、つわの学びみらいの
ホームページ・Facebook をご覧ください！

ＨＰ Facebook

　平成３０年に町が策定した「０歳児からのひとづくりプログラム」に掲げられている、
津和野町の未来を担う人材像です。
　この地域総ぐるみによるひとづくりを持続的に体現し、「学び続ける・問い続ける・
変わり続ける町」であるために取り組んでいることを紹介します。

育てたい力

　９月 16 日（火）に、津和野高校の１年生約 80 名と、対話の進
行役として地域の方 10 名にご参加いただき哲学対話を行いました。
哲学対話とは、一つの問いをもとにじっくり語り合い、お互いの考
えを聴き合いながら新しい視点を育む取り組みです。問いを立てる
力を養うことを目的に、当日は 1 時間の対話を 2 回行い「人がや
ってみたいと思う時はどんな時？」などをテーマに話し合いました。
　生徒からは「色々な考えに触れられて楽しかった」「一つの言葉
でも多様な意味や解釈があることに気づいた」、地域の方からは「ド
キドキしながらもワクワクできるとてもいい時間だった」等の感想
が寄せられました。問いを立てる力を基盤として、12 月には１年
生自身が講師になって興味関心ごとをテーマに講義を実践する体験
講座や、２年生で取り組む探究活動へと学びをつなげ、発展させて
いきます。

　９月１日（月）から 12 日（金）までの 12 日間、立教大学コミ
ュニティ福祉学部３年生の松江侑奈さんが、津和野町でのインター
ンシップに来られました。自分の目で地域を見て、どんなニーズや
課題があるのかを感じ取り、地域の魅力を伝えられる力を身に付け
たいとのことで、保育園から小・中学校、高校における地域と連携
した取り組みの見学や、ツコウ生が企画した左鐙地区でのイベント、
大学生や社会人との交流会等を体験しました。
　活動報告会では「地域の人や学生、自然や歴史などたくさんの学
ぶ資源が溢れているとても魅力的な町だと感じた。この経験を糧に
自分自身と向き合い全力で学ぶ姿勢を大切にしたい。津和野町は ”
また帰りたい ” を育む町。また帰ってきたい。」と話してくれました。
教育を軸としたまち全体の取り組みが、地域の活性化や魅力の発信
にもつながっています。

問いから広がる学び～高校生と地域の人が一緒に考える哲学対話

” また帰りたい ” を育む町～立教大学インターンシップ生による活動報告

津和野高校×哲学対話

保育園

まちづくり×インターンシップ

【一般財団法人つわの学びみらい】　所在地：津和野町後田ハ 12-3　☎ 72・1506　　info@tsuwano-mm.org

「食べることを通して育つもの」ー木部さとやま保育園ー

　昨年に続き、３，４，５歳児の子どもたちは「おうちづくり」に夢中です！段ボールを基本とし
つつ、様々な材料を使って自分たちのお家を建てています。「壁紙は青と赤にする！」「家の色は
茶色だよ！」と大盛り上がりで塗装中。子どもも大人も 完成を楽しみにしています。
　直地保育園では、「やってみたい」という気持ちを大切に保育しています。「やってみたい」と
思ったことを子どもたち自らが主体となって計画し、実行に移す。その過程で他者と協力する力
や対話する力、最後までやり抜く力が育っていく。大人が敷いたレールの上を進むのではなく、
自らの力で未来を切り開いていけることが、これからの社会を生き抜くためには必要です。長い
人生の土台となる乳幼児期。これからも大切にしていきます。

　先日、毎年行かせていただいているぶどう狩りに行ってきま
した。吹野にある、佐山さんのぶどう園です。三種類のぶどう
を食べ、ハウスの中の好きなぶどうを選び、お土産にも持って
帰りました。甘いぶどうをたくさん食べさせていただき、子ど
もたちも大満足でした。
　９月のはじめには川尻の斎藤さんから新米をいただきました。
炊き立ての新米はピカピカで「おいしい～」と大喜びで食べてい
た子どもたちです。春夏秋冬がはっきり感じられる木部は、季
節ごとの食べ物もおいしくいただいています。地域の旬な食材
を食べることで、食べ物への興味や感謝の気持ちが育っていま
す。食べることが大好きな木部の子どもたちです。

８名程度のグループに分かれ、
対話の進行役である地域の方と
ともに対話を楽しみました。

中学校での交流や HAN-KOH で
の座談会では、キャリアに関す
ることなど多くの質問が出てい
ました。

「自分たちで創っていく保育園」ー直地保育園ー
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社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が送付されます
健康福祉課☎ 72-0651

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）の
対
象
と
な
る
方
宛
に
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

発
送
時
期
は
、
令
和
7
年
１

月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
は
同
年
10
月
下
旬

か
ら
11
月
上
旬
、
令
和
7
年
10

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
は
令
和
７
年
２
月

上
旬
で
す
。

所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お

い
て
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
適
用

を
受
け
る
場
合
、
納
付
証
明

書
類
（
控
除
証
明
書
ま
た
は

領
収
証
書
）
の
添
付
等
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。	

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合

　

生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や

そ
の
他
の
親
族
の
負
担
す
べ

き
国
民
健
康
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
、
納
付
し
た
方
の

社
会
保
険
料
控
除
対
象
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
を
前
納
し
た

場
合　

　

前
納
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
国

民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
社

会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受

け
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ

か
を
選
択
で
き
ま
す
。

①
全
額
を
、
納
付
し
た
年
に
ま

と
め
て
控
除

②
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す

る
額
を
、
各
年
に
分
け
て
控
除

※
な
お
、
②
の
方
法
を
選
択
し

控
除
を
受
け
た
場
合
は
、
後

に
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
②
の
方
法
で

は
控
除
証
明
書
を
最
大
で
3

年
間
使
用
し
ま
す
の
で
、
な

く
さ
な
い
よ
う
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
に
関
す
る
ご
相
談

　

年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◯
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で

お
か
け
に
な
る
場
合
は
、

☎
０
３
・
６
６
３
０
・
２
５
２
５

※
お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◯
受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日　

　

8
時
30
分
～
19
時

　

第
２
土
曜
日

　

９
時
30
分
～
16
時

＊
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除

く
）、
12
月
29
日
～
１
月
３

日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。

ふるさと納税を活用したこども宅食プロジェクトについて
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

東
京
都
文
京
区
と
津
和
野
町

に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕
組
み
に

よ
る
「
こ
ど
も
宅
食
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

本
事
業
は
、
津
和
野
町
で
丹
精

込
め
て
作
ら
れ
た
お
米
を
経
済

的
に
厳
し
い
文
京
区
の
子
ど
も

た
ち
に
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
実
施
し
、
今
年
で
７
回

目
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た
ご
寄

附
に
よ
り
、
12
回
に
わ
た
り
合

計
約
17
ト
ン
以
上
の
津
和
野
町

産
米
を
文
京
区
の
子
ど
も
た
ち

に
お
届
け
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
米
農
家
の
皆

様
の
土
づ
く
り
支
援
も
同
時
に

行
っ
て
い
ま
す
。

米
農
家
と
子
ど
も
の
未
来
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
本
事
業
に
多
く

の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
掲
載
サ
イ
ト

　

https://w
w

w
.furusato-

tax.jp/gcf/4240
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「基礎控除の見直し等に関する事務説明会」のご案内
税務住民課☎ 74-0069

令
和
７
年
分
の
年
末
調
整
の

際
に
実
施
さ
れ
る
基
礎
控
除
の

見
直
し
等
に
関
す
る
事
務
に
つ

い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

益
田
税
務
署
へ
事
前
の
申
し
込

み
（
電
話
又
は
直
接
税
務
署
総

合
窓
口
へ
）を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

　

給
与
支
払
い
の
あ
る
事
業
者

説
明
会
日
程

　

11
月
18
日
（
火
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

14
時
～
15
時

定
員

　

各
30
名
（
事
前
申
込
制
）

開
催
場
所

　

益
田
税
務
署

　

益
田
市
元
町
12
番
11
号

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

益
田
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
０
８
５
６
・
22
・
０
６
３
６

　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
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各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

■行政相談
総務財政課･････････☎74-0028
■交通事故相談　
島根県交通事故相談所･☎0852-22-5102
■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,

無料法律相談
社会福祉協議会
津和野支所･････････☎72-1494
■明るい生活相談
社会福祉協議会本所･☎74-1617
■パソコン教室 , フラダンス
日原中央公民館･････☎74-0302
■水彩画教室
津和野町民センター･☎72-2070
■キラキラ体操教室 , 元気

アップ教室 , フォロー教室
地域包括支援センター☎72-0683
■断酒会　断酒会鹿足支部
	 ☎ 090-9061-8012
■囲碁クラブ , 太極拳教室
滝元枕瀬公民館･････☎74-0680
■津和野夜神楽
津和野町観光協会･･･☎72-1771

※１ 地域運動推進員サロン活
動・研修会

※２ ひまわりクラブ
※３ 家庭のあり方を見つめなお

し、家族でふれあう時間を作
るために設けられた日

主な行事のお問合せ先

町税等の支払いは口座振町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです替が便利でおススメです

固 定 資 産 税 … 第 ４ 期固 定 資 産 税 … 第 ４ 期
国民健康保険税…第８期国民健康保険税…第８期
後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料
・・・・・・・・・・・・・・第 ８ 期第 ８ 期
介護保険料介護保険料・・・・第 ８ 期第 ８ 期

金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday- 土 -Saturday-

納期限 12 月１日

火 -Tuesday-月 -Monday-日 -Sunday-

日原中央公民館中央
町セ 津和野町民センター
福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ日原公民館日公 津和野温泉なごみの里
シルクウェイにちはら

なごみ
シルク

1111

◎つわのオレンジカフェほっと
　（ほたるの宿/10:00~12:00）
◎こころの相談
　（やまび/午後）
◎小川はつらつクラブ※１

　（小川公民館/14:00~15:30）

18

11

43

10

17

252423

30

16

9

2

◎３B 体操
　（まちせ/13:30~）
◎ SL やまぐち号運行日
　（津和野着13:07/津和野発16:12）

◎しまね家庭の日※ 3

◎令和７年度地域に向けた男女
共同参画推進事業

　「一人ひとりが考えるわたしの防災」
（役場本庁舎/9:30~12:00）

◎第 193 回輪読鷗外
（森鷗外記念館/10:00~11:00）

◎ SL やまぐち号運行日
　（津和野着13:07/津和野発16:12）

◎青原百歳体操※１

　（青原公民館/10:00~11:00)
◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

　（まちせ/13:00~）
◎音読会
　（津和野図書館/14:00~15:00）

◎畑迫 HBG 体操クラブ※１

　（畑迫公民館/10:00~11:30）
◎３B 体操
　（まちせ/13:30~）

◎第 76 回近県学校音楽大会
　（津和野体育館/8:00~）
◎ SL やまぐち号運行日
　（津和野着13:07/津和野発16:12）

◎ SL やまぐち号運行日
　（津和野着13:07/津和野発16:12）

◎文化講演会
（森鷗外記念館/13:30~15:00）

◎津和野秋祭り
　（殿町通り周辺/10:00~16:00（予定））
◎ SL やまぐち号運行日
　（津和野着13:07/津和野発16:12）
◎堀庭園ライトアップ
（夜間特別公開）

◎津和野秋祭り
　（殿町通り周辺/10:00~16:00（予定））
◎ SL やまぐち号運行日
　（津和野着13:07/津和野発16:12）
◎堀庭園ライトアップ
（夜間特別公開）

　　　◎ぴょんぴょん教室
　　　　（日原子育て支援センター/9:30~11:30）
◎名賀のぞみクラブ※１

　（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎つわのオレンジカフェほっと
　（社協津和野支所/10:00~12:00）
◎パソコン教室（日原公/10:00~12:00）
◎いきいき百歳体操※ 2

　（まちせ/13:00~）
◎青原百歳体操※１

　（青原公民館/13:30~15:00)
◎音読会
　（津和野図書館/14:00~15:00）

◎なかよし体操中座※１

　（中座会館/10:00~11:30）
◎育児・栄養相談
　（ぶどうの木（幼花園）/10:00~12:00）
◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

　（まちせ/13:00~）
◎青原百歳体操※１

　（青原公民館/13:30~15:00)

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

　（まちせ/13:00~）
◎青原百歳体操※１

　（青原公民館/13:30~15:00)
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◎乳・子宮頸がん検診
　（役場本庁舎/9:00~14:15）
◎ SL やまぐち号運行日
　（津和野着13:07/津和野発16:12）

◎明るい生活相談・行政相談・
　人権相談
（やまび/10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

　（まちせ/13:00~）
◎囲碁クラブ
　（プラサ枕瀬/13:00~17:00）
◎無料法律相談
　（ふくせ/13:30~16:00）

◎にこにこ会※１

　（プラサ枕瀬/10:00~11:30）
◎すみれ会※１

　（小瀬会館/13:30~15:00）
◎かけ橋の会
　（やまび/14:00~16:00）
◎水彩画教室
　（まちせ/19:00~）
◎断酒会
　（プラサ枕瀬/19:00~21:00）

◎太皷谷稲成神社秋季大祭
◎ SL やまぐち号運行日
　（津和野着13:07/津和野発16:12）
◎津和野夜神楽公演
　（予約不要 / 大人 500 円・小学

生以下無料）
（まちせ/20:00~）

◎心配ごと相談・行政相談・
　人権相談
　（ふくせ/10:00~12:00）
◎太極拳教室
　（プラサ枕瀬/10:30~12:00）
◎いきいき百歳体操※ 2

　（まちせ/13:00~）
◎史談会
　（まちせ/13:30~）

◎つわのオレンジカフェほっと
　（やまび/13:30~15:15）

◎しまね西部若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ
　出張相談会
　（やまび/11:00~12:00）
（まちせ/13:30~15:00）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬/13:30~14:30）

◎遺言・相続・後見相談
　（やまび/13:30~16:00）
◎手話生活相談
　（役場本庁舎/13:30~16:00）
◎断酒会
　（まちせ/19:00~21:00）

◎「昔のおもちゃをつくってあ
そぶ」ワークショップ

　（安野光雅美術館/10:00~12:00
　13:30~15:00）
◎ SL やまぐち号運行日
　（津和野着13:07/津和野発16:12）

◎離乳食教室
（やまび/9:30~11:30）

◎津和野地区ゴムバンド教室
　（まちせ/10:00~11:30）
◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬/13:30~14:30）

◎ことばの相談
　（やまび/午前）
◎さくら会※１

　（須川公民館/10:00~11:30）
◎水彩画教室
　（まちせ/19:00~）

◎月いちボランティア
（嘉楽園/8:00~9:00）

◎ SL やまぐち号運行日
　（津和野着13:07/津和野発16:12）
◎堀庭園ライトアップ
（夜間特別公開）

◎ワーク WORK 相談
（障害者福祉センターはなみずき
/13:30~）

◎手話生活相談
　（役場本庁舎/13:30~16:00）
◎断酒会
　（プラサ枕瀬/19:00~21:00）

◎元気会※１

　（やまび/10:00~11:30）
◎明るい生活相談
（やまび/10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

　（まちせ/13:00~）
◎囲碁クラブ
　（プラサ枕瀬/13:00~17:00）

◎津和野地区ゴムバンド教室
　（まちせ/10:00~11:30）
◎リハビリ来い、鯉クラブ※１

　（まちせ/10:00~11:30）

◎日原図書館・津和野図書館　
休館日

◎心配ごと相談・行政相談
　（ふくせ/10:00~12:00）
◎太極拳教室
　（プラサ枕瀬/10:30~12:00）
◎いきいき百歳体操※ 2

　（まちせ/13:00~）

◎ SL やまぐち号運行日
　（津和野着13:07/津和野発16:12）

文化の日

振替休日勤労感謝の日

やま

やま町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

日公

日公

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

日公

日公

やま

やま

やま

やま

やま

やま

やま

福セ

福セ

やま

福セ

町セ

町セ
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百景図よもやまばなし　百景図よもやまばなし　

第57図第 57図
日本遺産センター☎ 72-1901日本遺産センター☎ 72-1901

100 枚の絵図にまつわる100 枚の絵図にまつわる
ストーリーを紹介します。ストーリーを紹介します。
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＊郷土の資料・おすすめの本は、＊郷土の資料・おすすめの本は、

『侍女の物語』『侍女の物語』

著者：マーガレット・アトウッド著者：マーガレット・アトウッド

訳者：斎藤 英治訳者：斎藤 英治

出版社：早川書房出版社：早川書房

発行年：2001年発行年：2001年

『日原の文化財と伝説』『日原の文化財と伝説』

著者：大庭 良美著者：大庭 良美

出版：日原町教育委員会出版：日原町教育委員会

発行年：1977年発行年：1977年

　本の前半は、「大元神社趾の樟」「柳神楽」「下瀬　本の前半は、「大元神社趾の樟」「柳神楽」「下瀬
山城跡」「三渡八幡宮本殿」「日原銅山跡」などの文山城跡」「三渡八幡宮本殿」「日原銅山跡」などの文
化財が、後半は、「平家の落人」「大膳と治部」「蛇化財が、後半は、「平家の落人」「大膳と治部」「蛇
に呑まれた子供」「汗かき地蔵」など、数々の日原のに呑まれた子供」「汗かき地蔵」など、数々の日原の
伝説が紹介されています。とても興味深い一冊です。伝説が紹介されています。とても興味深い一冊です。

　　男性優位の独裁国家となった旧アメリカ。有力者の男性優位の独裁国家となった旧アメリカ。有力者の
妻以外すべての女性が生むためだけの「侍女」となり妻以外すべての女性が生むためだけの「侍女」となり
名前さえも奪われた社会で監視と処刑に怯えながら脱名前さえも奪われた社会で監視と処刑に怯えながら脱
出を試みる女性の戦いを描いた近未来小説。近年ドラ出を試みる女性の戦いを描いた近未来小説。近年ドラ
マ化され四十年前の出版とは思えないリアルさで話題マ化され四十年前の出版とは思えないリアルさで話題
となりました。となりました。

郷土の資料郷土の資料 おすすめの本おすすめの本

　津和野図書館、日原図書館で貸出可能です。　津和野図書館、日原図書館で貸出可能です。

Tsuwano T-space　ニュースライン
東京で津和野を PR！津和野町東京事務所ではこんな活動をしています！

【お問合せ先】津和野町東京事務所（T-space）　☎ 03-5615-8358
　　　　 　　http://tsuwano-tokyo.net/

　９月 12 日（金）、（一社）小さな酒蔵未来経営研究会が主催
となり、渋谷の FabCafe Tokyo にて「島根の日本酒を楽しむ
会～蔵元と一緒にぜいたくなひと時を～」が開催され、多く
の参加者で賑わいました。杜氏との交流を楽しみながら、各
地の地酒を飲み比べられる貴重な機会となりました。津和野
を中心とした石見地域の酒蔵が東京で会するこの催しは、今
年は津和野町の華泉酒造・財間酒造・古橋酒造に加え、益田
市の桑原酒場、さらに邑南町の玉櫻酒造が新規参加。冷酒は
もちろん、燗酒も用意され、参加者は蔵ごとの個性あふれる
味わいを楽しみました。会場では、津和野町のお酒の販売も
行われ、参加者はお気に入りの銘柄を購入して自宅でも楽し
むことができました。
　杜氏との会話を通じて、酒造りのこだわりや地域の魅力を
直に感じることができ、参加者からは「島根のお酒は美味し
かった」「蔵元との交流が楽しかった」との声が寄せられまし
た。地酒の魅力を伝えるだけでなく、地域の交流を深める場
として、来年度も開催される予定です。

「島根の日本酒を楽しむ会」が東京で開催されました！「島根の日本酒を楽しむ会」が東京で開催されました！

平成 29 年 3 月に形成さ
れた山口県央連携都市圏
域。ここでは圏域のイベ
ント情報を紹介します。
　 日時　　料金　　場所　　問合先

誰もが知る映画音楽を弁士の言葉に乗
せて楽しむ、コンサートイベントです。
また、映画やワークショップなど山口
愛強めのオリジナルプログラムで、色々
な「秋」を楽しみます！
　11 月 23 日 （日）、24 日（月・振）
　【プレコンサートのみ】
　一般 3,000 円、学生 1,000 円
　秋吉台国際芸術村コンサートホール
　秋吉台国際芸術村☎ 0837-63-0020

毛利輝元は、関ヶ原の合戦に敗れ、慶

ン」の第５弾が開催されます。
　11月20日（木）～令和８年３月15日（日）
　宇部市内
　宇部市観光交流課☎ 0836-34-8353

山口県山口市出身・近代的兵制の基礎
を築いた大村益次郎。その生涯と人生
の節目に交流のあった人々との関係を
切り口に見通します。
　～ 12 月 22 日（月）９時～ 17 時
　大人 200 円、小・中学生 100 円
　　十朋亭維新館☎ 083-902-1688

御神幸祭は、学問の神様・菅原道真公
の御霊を慰めるために、寛弘元年に斎
行された勅使降祭に由来する最も重要
な神事であり、西日本屈指の勇壮なお
祭としても有名です。
　11 月 22 日 （土）18 時～ 21 時　
　　防府天満宮☎ 0835-23-7700

長 9 年に居城を萩に築きます。萩は
それ以来、260 年にわたって長州萩
藩 36 万 9 千石の城下町として繁栄し
ました。萩博物館が長年にわたり収集
してきた資料を通して、長州萩藩祖毛
利輝元の人物像や功績を紹介します。
　～ 12 月７日（日）
　９時～17時（入館は16時30分まで）
　大人 520 円、高校・大学生 310 円、
　小・中学生 100 円
　　萩博物館☎ 0838-25-6447
　
旧セメント町商店街を舞台とし、昭和レ
トロなお祭りを開催します。（雨天決行）
　11 月９日（日）10 時～ 15 時
　旧セメント町商店街
　小野田商工会議所青年部
　☎ 0836-84-4111

大人気アニメ『エヴァンゲリオン』シ
リーズの総監督・庵野秀明氏の出身地
である宇部市。2021 年から始まった

『エヴァンゲリオン』の世界観を楽しめ
るイベント 「まちじゅうエヴァンゲリオ

圏域での圏域での
その他イベント情報その他イベント情報

　　　　　　　  芸術村フェスタ
　　　　　　　  芸術村が贈る、とっておきの秋

　　　            毛利輝元没後 400 年記念テーマ展　
                         「長州萩藩祖 毛利輝元」

　　山陽小野田市　昭和レトロ祭り～セメント町横丁～

      宇部市　 まちじゅうエヴァンゲリオン第 5 弾

　　　　防府市　　　  御神幸祭（裸坊祭）

         　　　　　       大村益次郎生誕 200 年記念　
                                   益次郎をめぐる人々

　萩市

　美祢市

山口県央連携都市圏域の
情報について発信中！

山口市
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ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！

ツコウの情報を『津和野高校ホーツコウの情報を『津和野高校ホー
　ムページ』にて発信しております　ムページ』にて発信しております

→http://tsuwano.ed.jp/→http://tsuwano.ed.jp/

令和７年度津高祭を開催しました。令和７年度津高祭を開催しました。
　９月２日（火）、３日（水）に文化祭を、４日（木）に体育祭を開催しました。今年も台風の影響で一　９月２日（火）、３日（水）に文化祭を、４日（木）に体育祭を開催しました。今年も台風の影響で一
部変更はありましたが、無事にすべてのプログラムを実施することができました。部変更はありましたが、無事にすべてのプログラムを実施することができました。
　今年の津高祭のテーマは「Sparkle〜輝け！ツコウ星〜」でした。このテーマをどのような”かたち”で　今年の津高祭のテーマは「Sparkle〜輝け！ツコウ星〜」でした。このテーマをどのような”かたち”で
伝えようとしたか、生徒会執行部のメンバーに振り返ってもらいました。伝えようとしたか、生徒会執行部のメンバーに振り返ってもらいました。

【生徒会演劇「Space Adventure」台本・演出担当：２年 【生徒会演劇「Space Adventure」台本・演出担当：２年 細細
ほ そ おほ そ お

尾尾  倖倖
こ う た ろ うこ う た ろ う

太郎太郎】】
　今回の劇は、“文化祭へ積極的に参加しよう“という私たち生徒会の思いがありました。また、文化祭を　今回の劇は、“文化祭へ積極的に参加しよう“という私たち生徒会の思いがありました。また、文化祭を
盛り上げようとする一年生の熱意を汲み、津高祭のテーマが“かたち”として伝わるよう観客と一体化した盛り上げようとする一年生の熱意を汲み、津高祭のテーマが“かたち”として伝わるよう観客と一体化した
劇を創ってみたらどうかという先生の助言を踏まえました。劇を創ってみたらどうかという先生の助言を踏まえました。
　劇の内容は、全校生徒が笑えるように面白おかしく、かつ、少し感動してもらえるような物語になるよ　劇の内容は、全校生徒が笑えるように面白おかしく、かつ、少し感動してもらえるような物語になるよ
う工夫しました。例えば、登場人物の個性を際立たせて観客を飽きさせないようにしたりしました。私はう工夫しました。例えば、登場人物の個性を際立たせて観客を飽きさせないようにしたりしました。私は
“ラスボス”という、ブラックホールの役を演じたのですが、本番では恥じらいをかなぐり捨てて完全にそ“ラスボス”という、ブラックホールの役を演じたのですが、本番では恥じらいをかなぐり捨てて完全にそ
のキャラになりきれていたと思います。楽しかったです。のキャラになりきれていたと思います。楽しかったです。

【モニュメント担当：２年 【モニュメント担当：２年 服服
はっとりはっとり

部部  蒼蒼
そ う たそ う た

汰汰】】
　今年のモニュメントは、企画段階から“新しいもの”にしたいと思い、“動かせるねぷた”として回転する　今年のモニュメントは、企画段階から“新しいもの”にしたいと思い、“動かせるねぷた”として回転する
ようにしました。ねぷたの形は、いろいろ話し合った結果、惑星をイメージできるように丸い球体にしようにしました。ねぷたの形は、いろいろ話し合った結果、惑星をイメージできるように丸い球体にし
て、全体は宇宙空間を表す紺色で塗ることにしました。て、全体は宇宙空間を表す紺色で塗ることにしました。
　そしてねぷたに直接、文字を書き入れました。ひとりひとりが輝くように、と願った“ツコウ星”から発　そしてねぷたに直接、文字を書き入れました。ひとりひとりが輝くように、と願った“ツコウ星”から発
展して“T-Planet”、そしてこの津高祭のテーマでもある“Sparkle”の文字を黄色で着色してみました。特展して“T-Planet”、そしてこの津高祭のテーマでもある“Sparkle”の文字を黄色で着色してみました。特
に“Sparkle”は輝いてみえるように見せたかったので、ねぷたの表面に小さなたくさんの穴を開けてそこに“Sparkle”は輝いてみえるように見せたかったので、ねぷたの表面に小さなたくさんの穴を開けてそこ
から光が漏れて、星のようにキラキラする仕掛けとしました。その他にも天の川や大三角形など様々な細から光が漏れて、星のようにキラキラする仕掛けとしました。その他にも天の川や大三角形など様々な細
工を仕掛けて天界を表現しました。工を仕掛けて天界を表現しました。
　当日は完成したモニュメントをじっくりと見てもらえて、うれしかったです。　当日は完成したモニュメントをじっくりと見てもらえて、うれしかったです。

　生徒の皆さんも楽しそうに劇を鑑賞していました。また、モニュメントには天の川のようにたくさんの　生徒の皆さんも楽しそうに劇を鑑賞していました。また、モニュメントには天の川のようにたくさんの
光が灯り、とても綺麗でした。最高の演劇を作り上げてくれた皆さん、モニュメント制作にご協力してい光が灯り、とても綺麗でした。最高の演劇を作り上げてくれた皆さん、モニュメント制作にご協力してい
ただいた方、ありがとうございました。ただいた方、ありがとうございました。【編集：津和野高校報道委員会】【編集：津和野高校報道委員会】
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医
療
医
療
……
…
…
…

……
…
…
…M

edical
M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎
72
・
０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
11
月
10
日
、
17
日
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
（
午
後
・
予
約
制
）

　
　
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
（
午
後
・

予
約
制
）

【
水
】
精
神
科
・
心
療
内
科
（
第
１
・
３
・
５ 

午
前
・
予
約
制
）
整
形
外
科
（
午
後
）

【
木
】
小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

（
午
後
・
予
約
制
）

　
　

  

認
知
症
予
防
健
診
（
第
１
・
３
・

４
・
５
午
後
・
予
約
制
）

【
金
】
漢
方
外
来
（
11
月
21
日
）

　
　
　

整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）

　
　
　

耳
鼻
咽
喉
科
（
第
２
・
４
午
後
・
予
約
制
）

※
内
科
は
月
～
金
曜
日
（
午
前
）
、
木
曜

　
日
の
午
後
は
予
約
診
療
の
み

※ 

（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
） 

初
診
の
場

合
要
予
約

※
小
児
科
診
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
週

木
曜
日
（
午
後
）
は
益
田
赤
十
字
病
院

の
小
児
科
医
師
に
て
、
そ
れ
以
外
の
平

日
は
当
院
の
総
合
医
に
て
診
療
を
行
い

ま
す
。
受
診
を
ご
希
望
の
方
は
事
前
に

お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
月
曜
日
の
予
防
接
種（
午
後
・
予
約
制
）は
、

当
院
医
師
に
よ
り
行
い
ま
す
。
１
歳
未
満

に
つ
い
て
は
、木
曜
日
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

新
着
図
書

新
着
図
書
…
…
…
…

…
…
…
…Books

Books

▼
日
原
図
書
館
11
月
28
日
（
金
）
は
休
館

▽
烈
風
を
斬
れ

砂
原　

浩
太
朗
……
…
…
…

双
葉
社

▽
マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ラ
イ
フ

東
野　

圭
吾
……
…
…
…
…

集
英
社

▽
お
ふ
う
さ
ま

諸
田　

玲
子
……
…
…
…
…

淡
交
社

▽
キ
ミ
コ
の
よ
ろ
よ
ろ
養
生
日
記

北
大
路　

公
子
……
…
…
…

集
英
社

▽
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
ご
あ
ん
ぜ
ん
に
！

は
っ
と
り　

ひ
ろ
き
……
交
通
新
聞
社

▼
津
和
野
図
書
館
11
月
28
日
（
金
）
は
休
館

▽
１
回
３
分
む
し
歯
に
な
ら
な
い
絵
本

あ
き
や
ま　

か
ぜ
さ
ぶ
ろ
う

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…

白
泉
社

▽
小
泉
セ
ツ
と
夫
・
八
雲

鷹
橋　

忍
……
…
…

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

▽
介
護
未
満
の
父
に
起
き
た
こ
と

ジ
ェ
ー
ン
・
ス
ー
……
…
…
…
新
潮
社

▽
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
す
ご
い
習
慣
大

百
科堀

田　

秀
吾
……
Ｓ
Ｂ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

▽
最
新
の
脳
科
学
で
せ
ま
る
発
達
障
害
と

は
何
か

山
本　

英
典
……
ニ
ュ
ー
ト
ン
プ
レ
ス

【
音
読
会
】

11
月
11
日
（
火
）・
25
日
（
火
） 

14
時
～

津
和
野
図
書
館　

読
書
会
室

時
よ
り
開
始
（
電
話
予
約
）

【
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
】

　

50
歳
を
過
ぎ
た
方
は
、
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
が
で
き
ま
す
。
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
院
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
休
日
の
救
急
患
者
対
応
に
つ
い
て
】

　

診
療
時
間
は
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
16
時
30
分
ま
で
に
来
院
が
可
能
な
方
の

み
診
療
。

※
事
前
に
電
話
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
原
診
療
所
☎
74
・
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
）

【
水
】
内
科
（
午
前
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
・
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
、9
時
～
12
時
30
分
（
受
付
12
時
ま
で
）

午
後
、15
時
～
18
時（
受
付
17
時
30
分
ま
で
）

※
受
付
時
間
を
過
ぎ
る
方
は
ご
連
絡
下
さ

い
。

日
曜
・
祭
日
と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、
物
理
療
法
は
8
時
30
分
と
14
時

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

毎
週
木
曜
9
時
～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
72
・
０
０
２
５

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
×
○
○

午
後

○
○
○
×
○
△

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分（
受
付
12
時
ま
で
）

午
後
は
15
時
～
18
時
30
分（
受
付
18
時
ま
で
）

△
土
曜
は
14
時
～
17
時（
受
付
16
時
30
分
ま
で
）

木
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
診
で
す
。

※
片
頭
痛
治
療

　
発
作
予
防
の
注
射
薬
は
当
院
で
投
与
可
能
で
す
。

※
骨
粗
鬆
症
診
療

　

最
新
の
X
線
骨
密
度
測
定
装
置
で
、
腰
椎
・

大
腿
骨
の
骨
密
度
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
学
会
認
定
専
門
医
に
よ
る
内
科
疾
患
の
診
療
・
相
談

※
学
会
認
定
専
門
医
に
よ
る
胃
カ
メ
ラ
、
大

腸
カ
メ
ラ
、
日
帰
り
大
腸
ポ
リ
ー
プ
切
除

※
増
加
傾
向
に
あ
る
脂
肪
性
肝
疾
患
に
対

す
る
学
会
専
門
医
に
よ
る
診
療

　

日
本
内
科
学
会
認
定
総
合
内
科
専
門
医

　

日
本
消
化
器
病
学
会
認
定
専
門
医

　

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
認
定
専
門
医

　

日
本
肝
臓
学
会
認
定
専
門
医

※
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
を
受
付
中

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
付
中

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
付
中

ご
案
内

ご
案
内
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…Guide

Guide

島
根
県
司
法
書
士
会
主
催
無
料
相
談
会

　【
電
話
相
談
】（
祝
祭
日
除
く
）

「
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」

毎
週
月
・
木
曜
日　

12
時
～
15
時

「
相
続
・
遺
言
相
談
セ
ン
タ
ー
」

毎
週
火
曜
日　

12
時
～
15
時

　【
面
接
相
談
】

〈
益
田
会
場
〉
※
予
約
優
先

11
月
20
日
（
木
）
13
時
～
17
時

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
館

益
田
市
須
子
町
３
ー
１

予
約
受
付　

月
・
火
・
木
曜
日

 　
　
　
　

   

12
時
～
15
時

島
根
県
司
法
書
士
会
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
・
60
・
９
２
１
１

交
通
事
故
相
談
・
交
通
事
故
巡
回
相
談

　【
交
通
事
故
相
談
】（
祝
祭
日
除
く
）

毎
週
水
曜
日

11
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

島
根
県
浜
田
合
同
庁
舎

浜
田
市
片
庭
町
２
５
４

島
根
県
交
通
事
故
相
談
所

浜
田
相
談
室

☎
０
８
５
５
・
29
・
５
５
６
３

　【
交
通
事
故
巡
回
相
談
】（
予
約
要
）

11
月
27
日
（
木
）

９
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

益
田
市
役
所

益
田
市
常
盤
町
１
ー
１

島
根
県
交
通
対
策
課
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
８
５
２
・
22
・
５
１
０
２

女
性
就
労
支
援
事
業

第
３
回
「
就
労
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

講
習
（
基
礎
＆
応
用
編
）」（
益
田
）

３
日
間
の
う
ち
１
日
目
で
基
礎
的
パ
ソ

コ
ン
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、
２
日
目
・
３

日
目
で
基
礎
を
踏
ま
え
た
上
で
仕
事
に
活

か
せ
る
簡
単
な
応
用
編
と
し
て
関
数
・
資

料
作
成
を
学
び
就
労
に
繋
げ
る
事
を
目

的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

【
講
習
内
容
】

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
基
礎
・

応
用
的
な
操
作
を
学
ぶ
。

※
1
日
5
時
間
半
程
度
×
３
日
間

就
職
を
希
望
す
る
方
で
３
日
間
参
加

可
能
な
方

あ
る
程
度
文
字
入
力
が
で
き
る
方

※
受
講
者
に
は
「
求
職
申
込
書
」
の
提

出
を
求
め
る

12
名

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

１
日
目
：
12
月
１
日
（
月
）

２
日
目
：
12
月
３
日
（
水
）

３
日
目　

12
月
５
日
（
金
）

各
日
９
時
30
分
～
16
時

ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
益
田
教
室

益
田
市
三
宅
町
１
ー
19

※
事
前
申
込
要
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
選
考
の
上
決
定
）

※
申
込
締
切
：
11
月
21
日
（
金
）

レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー
浜
田

（
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根
）

　

☎
０
８
５
５
・
25
・
５
２
０
７

里
親
制
度
普
及
啓
発
映
画
会　

サ
ト

オ
ヤ

里
親
制
度
及
び
養
子
縁
組
制
度
の
普

及
並
び
に
里
親
委
託
の
推
進
の
た
め
に
、

一
般
家
庭
、
関
係
機
関
に
対
し
て
講
演
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
啓
発
を
行
い
、

里
親
制
度
等
へ
の
社
会
的
理
解
を
深
め
、

広
く
一
般
家
庭
か
ら
里
親
や
養
親
を
希
望

す
る
者
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

【
内
容
】

・
映
画
上
映
「
育
て
て
く
れ
て
、
あ

り
が
と
う
」
（
佐
野
翔
音 

監
督
／

２
０
２
２
年
制
作
）

・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

県
民
一
般
、
行
政
・
福
祉
・
保
育
・

教
育
・
医
療
等
の
関
係
者

２
０
０
名

無
料

11
月
24
日
（
月
）

13
時
～
15
時
30
分
（
受
付
12
時
30
分
）

Shim
ane Cinem

a O
N

O
ZAW

A

益
田
市
あ
け
ぼ
の
東
町
２
ー
１

小
野
沢
ビ
ル
３
F

（
一
社
）
島
根
県
社
会
福
祉
士
会

　

☎
０
８
５
２
・
28
・
８
１
８
１
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の

T
su

w
an

o
facebook

公
式

H
P

発
行

/津
和

野
町

役
場

編
集

/つ
わ

の
暮

ら
し

推
進

課
〒

699-5292　
津

和
野

町
枕

瀬
218

番
地

18
印

刷
/（

有
）

り
ゅ

う
び

TEL：
0856-74-0092

FA
X：

0856-74-0002
H

 P：
https://w

w
w

.tow
n.tsuw

ano.lg.jp/

広報つわの 2025 年 10 月 23 日発行

この町の身近な法律家として法律相談・不動産、会社、
相続登記等・各種許認可の手続をサポートいたしま
す。「まずは、お気軽に ご相談から」

鹿足郡津和野町日原 171 番地 2

電話兼 FAX 0856（74）1538
領
り ょ う け

家 義
よ し の り

典 事 務 所
司 法 書 士・ 行 政 書 士

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

9
月
届
出
分

渡
邉　

未み

お緒	

８
・
26	

（
枕
瀬
西
）

□住民基本台帳（令和７年９月末現在）

転出：8
死亡：12

転入：10
出生：1

男 2,961 人　女 3,308 人
人口：6,269 人世帯数：3,174

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

中古農機具・バイク
買取・修理

ホンダショップ泉
☎72-1271
携帯090-3171-7227

ススズズメメババチチ・・ミミツツババ

チチのの駆駆除除致致ししまますす

イイズズミミ
HONDA    SHOP

中古農機具
買取・修理

ホンダショップ泉
☎72-1271

携帯090-3171-7227

バイク・自動車販売修理

ススズズメメババチチ・・ミミツツババチチのの駆駆除除致致ししまますす

20
25

11
V

ol.24
1

９
月
届
出
分

小
藤　

正
英	

８
・
31	

（
西
二
）	

94
歳

城
市　

恭
臣	

９
・
13	

（
青
原
）	

91
歳

三
浦　

一
郎	

９
・
15	

（
高
田
）	

74
歳

村
田　

満
雄	

９
・
16	

（
鷲
原
二
上
）	

86
歳

大
井　

將
正	

９
・
19	

（
程
彼
）	

88
歳

水
津　

文
代	

９
・
27	

（
三
渡
曽
庭
）	

101
歳

水
津　

英
子	

９
・
27	

（
左
鐙
西
）	

84
歳

井
上　

準
治	

９
・
27	

（
枕
瀬
西
）	

79
歳

山口市阿東徳佐中 37 1 3 - 1（ナフコうら）
☎(083)956-2010

(0856) 74 - 1773
TEL・FAX 兼用

◇ご自宅で行う 『小規模葬』

年中無休 ・ 24 時間対応◇ひっそり家族だけでの

　 お別れ 『直葬』

◇墓じまい後の 『海洋散骨』

　 （ペットも可）


